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lコスモスl
新年のご挨拶　　　　　　水保町自治会長

今井幸彦

新年あけましておめでとうございます｡皆様には､ご壮健で新年
をお迎えの事とお慶び申し上げます｡
平素は自治会活動の諸般に渡りまして､あたたかいご支援ご協力

を賜り､誠にありがとうございます｡
さて､一昨年発足した｢めだかクラブ｣の活動や､昨年度からの

変質者から子供達を守るために設置しました地域安全指導会に対し
ましては､多くの皆様のご協力やご苦労をいただき厚く御礼申し上
げます｡特に地域の子供は地域で守ろうと最初は約十人で始めた安
全委員会につきましては､毎日の事であり心配致しておりましたが
PTAの方々をはじめ多くの方がボランティア精勤としてご賛同を
いただき､今では月に一回の当番で子供達の安全が確保されるとと
もに､子供達とのコミニュケ-シヨンもとれ本当に喜ばしい事と存
じております｡
一方､皆様に大変心配をおかけいたしております｢地球市民の森

｣整備にかかるふれあいゾーンの工事の状況については､今日まで
説明不足で申し訳ありませんでした｡
こうした中で最近､通学路の南側(里の森ゾ-ン)は今ある堤防

が残る､既に工事内容が決まっている等の噂や想像が出ております
ので､先日自治会協議員会の場に､守山市の国県対策課の方をお招
きし､滋賀県の整備計画を確認したところ､現在通学路の北側の築
山は公園の通路として通学路を吊り橋で跨(o形で計画されていると
のこと､また通学路の南側の里の森ゾーンの区域はまだ具体的な設
計はできていないとの事でした｡この区域の工事が始まる迄には必
ず地元に対し､計画の説明や協議の場が持たれるとの事でありまし
た｡今後は､進捗状況をその都度ご報告させていただきたいと存じ
ます｡
なお､全体の整備計画の動きとしては､つどいのゾーン(旧今浜

橋下流)は終っており､ふれあいゾーン(今浜橋～水保通学路)は
現在工事中で平成十六年度中に完成予定､更に出会いのゾーン(国
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道4 7 7号線旧列系図橋～国道4 7 7号線バイパス予定地)は､本宅中に地元協議をし､平成十七､十八年度中に完成予定ですoそ
の後､里の森ゾーン(水保通学路～国道4 7 7号線バイパス予定地)である通学路の南側の工事を平成十九～二十一年に行い､二十
二年度には全国緑化フェアーを行いたいとの計画の様であります｡

こうした中で､私共といたしましては通学路周辺の築山や堤防と天神橋の一日も早い撤去を求め平地化を図る要望や､吊り橋の再
検討､更には通学路近くに管理棟など人がいる施設の設置要望を､特に地域安全指導会の皆様のご苦労を伝えながら水保だけでなく
速野学区の自治会長会を通じ､再度学区要望として市や県の方へ強く要望をし､子供たちが安全に通学できる､安全な町づくりのた
めに努力したいと思いますので皆様の変わらぬご支援とご協力をよろしくお願い申し上げます｡
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まちづぐク腰澄会意　虚業部会からのぶ知らせ

農業を取り巻く環境は､大きくは米の過剰生産や輸入米による米
価の下落､転作制度の見直し､身近なものでは農業経営者の老齢化
と機械の老朽化といった問題など､年々厳しくなっています｡
水保町としましても､町民皆様方と色々な意見を出し合い､より

良い方向への改善を考えて行きたいと思います｡
つきましては､ 2月に農業に関するアンケート調査を実施させて

いただきますので､お忙しいところ恐縮ですが皆様方のご協力の程
よろしくお願いいたします｡



☆☆-めだかクラブ活動報告-☆☆

めだかクラブも発足2年目を迎えました｡今年度もまた､たく
さんのご支援のもとに新しいめだかクラブが動き始めました｡
さて､近々の活動報告をさせていただきます｡
昨年の1 1月8日に樹下神社にて､子供達と大きな釜を使って

芋汁､御飯を炊いて屋外作業を実施しました｡幸い当日は天気に
恵まれ子供達は大喜びでした｡ 1 2月1 3日､子供達と共に
ニュースポーツで汗を流し半日をすごしました｡

今年に入りまして1月24日､子供達と凧作り､凧上げを実施
しました｡この日は､凧上げに快適な日でした｡まだまだ､めだ
かクラブの活動は続きます｡ 2月14日野鳥観察､ 2月28日お
やつ作り､ 3月1 3日集団遊びを計画しております｡
町民の皆様のご参加もよろしくお願いいたします｡
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平也輔助長憐大英田井山原市今小森

庶成人の曹きん35'めでと?-LJFt lit

市田　　梢(新一)

今井　美穂(米二)

西村阿寿香(隆)

西村　美事(雅行)

今井　健太(道雄)

清田　和声(武志)

小山　貴之(知-)

西村　知華(雅行)

今井あゆみ(久夫)

今井美由紀(重昭)

西村加奈子(昇三)

村井　裕志(源一)　敬称略

シリITズ　遠野の自然
水と緑の自然環境に触れあう公園･rみさき自然公園｣

昭和2 0年代から3 0年代の前半と現在の守山市の
地形図を比べてみると守山市の湖辺地域の大きな変貌
に気づく｡なかでも目立っているのは遠野学区の琵琶
湖岸木浜地域の埋立地である｡

昭和3 0年代半ばの高度経済成長の波が押し寄せる
中で､県の開発公社は昭和37年(1962年)から
昭和41年(1966年)にかけて､木浜地先の琵琶
湖岸を住宅･観光等の用地として利用する目的で埋め
立て工事を行った｡
埋立地には3本の放水路､旧湖岸と埋立地の間に承

水溝が設けられている｡また､埋立地南端には､湖岸
道路の建設とともに大きな水域をもつ釣り堀も造られ
ている｡現在これらの水域は周辺の観光施設とともに
人工的な｢木浜内湖｣として多くの人たちに親しまれ
ている｡

しかしながら､現在の内湖は人為的な内湖であるため､埋立地の琵琶湖岸や放水路の岸辺は直立のコンクリート護岸に
なっていて､水質の自浄作用の低下にともなう水環境の悪化や､水生動植物や水辺のいろいろな生き物の減少などの生物
環境の変化にも数々の課題を投げかけている｡もともと木浜地区には｢ギロ｣とよばれる内湖やその内湖につらなる｢ホ
リ｣とよばれる水路が多くあり､これらは地元の住民にとって大切な水環境として人々の生活とともに共存してきた｡水
辺に繁茂するヨシなどの水生植物は水質の自浄作用を果たすとともに､多くの魚類や烏源などのすみかとして生き物環境
をは(oくんできたのである.
現在､滋賀県が提唱している｢琵琶湖総合保全整備計画･マザーレイク2 1計画(1 9 99年～2 020年) ｣では､

水質保全､自然的環境･景観保全を旗印に､かつての琵琶湖岸の豊かな自然環境を取り戻すべくその取組が全県的に始動
しつつある｡その第一歩の踏み出しがこの木浜地域から始まっているといってよい｡木浜地域では｢木浜内湖の再生｣ ､
｢湖岸の再生｣を柱立てに取組がなされている｡

この取組は地域住民､企業､行政のパートナーシップをもとに推進される事業であり､平成1 2年には､地元では｢地
域の生活と共存した水辺づくり～緑なす水辺とコノハマポチジヤコ･フナ･モロコ～｣をキャッチフレーズに｢木浜内湖
再生フォーラム｣が開催され､再生に向けての方向性を探るべく論議が展開されてきた｡この地域は守山市や地元速野学
区が誇るすぼらしい景勝地であり､観光地である｡この地域の自然環境が今後どのように豊かに変貌していくか注目され
ところであるo　　　　　　　　　　　　　　　　　(美崎公園　パークセンタ-　中村一雄　記)
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第･l三回守山市民スボーッ大会において頭書の成練を収められましたのでその蛍光をたたえ　これを労します
平豊年J月十httEr

守山市民スポーツ大倉大金長
守山-山田旦品田

俸圧語訳歯冠(窒25)
去る10月13日(日)守山市民体育館におい

て市民スポーツ大会が行われ､水保チーム(コス
モス)がビーチボール一般女子の部において､見
事優勝されました｡
<メンバー>　　　<対戦結果>

市田　弥生
小山　直美
下村恵弥子
西村　公美
藤田　直美
吉川さとみ

<監督･コーチ>

川隅　紀子
敬称略

l回俄.欲賀　　一水保

1　　　　2

2回戦.立入　　一水保

0　　　　　2

3回戦.美崎B　一水保
1　　　　2

決勝戦.中野小林一水保
1　　　　2
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1月 �#R�互助会総会 

2月 唐�暁会総会 
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**オ広軌EJ***
本年も､より良い広幸Bl乍りを目
ざしていきたいと思います｡
よろしくお願い申し上げます｡


